
平成 30年度数理経済学会評議会 議事録

平成 30年 10月 12日 研究集会終了後

場所 :経済研 究所本館 4階第一共 同研究室

出席者 :神谷和也会長、佐柄信純、花薗誠、新井拓児、武岡則男

委任状 :石川竜一郎、野口光宜、中川秀敏、浦井憲、斉木吉隆

欠席 :原千秋

1.新ジャーナルについて

Springer社に来年度にプロポーザルを申請することを了承 した。Springer社 から刊行が

困難となった場合には、」‐STAGEに よる刊行を検討する。新しい雑誌の刊行が確定した段

階で、規約改正を行 う。

2.規約改正について (3月 のメール審議内容の正式承認 )

提案の通 り承認された。

3.平成 30年度事業報告

(a)関東地区セミナー

船木先生により早稲田のセミナーの情報が BBSに アップロー ドされているが、数理

経済学会の定例セミナーとは形式的に別であった。

(b)近畿地区セミナー

方法論研究会のセミナーが 2回開催された。また、前回評議会後、昨年度末にも 1

件開催されている。

(c)年次研究集会

10月 に京都大学数理解析研究所にて開催された。

(d) Advances in Mathematical EcOnomics

第 22巻が刊行された。数理経済学会として刊行するものとしては最終号となる。

(e)数理経済学叢書

以下の通 り刊行済み 。刊行予定である。なお、数理経済学叢書については、議題 8

でも取り上げられた。

丸山徹 「経済現象の調和解析」知泉書館 2017年 11月 15日

楠岡成雄 「確率解析」知泉書館 2018年 7月 30日

執筆中 :三野和雄先生、林貴志先生、俣野博先生の著書

4.平成 30年度決算の見とおし

添付の通 り承認された。



5,平成 31年度事業計画・予算

添付のとおり承認された。

6.会員数の増減

再入会 2名

神戸大学 西村和雄

一橋大学 高岡浩一郎

退会者なし

現在の会員数 110名

7.平成 31年度役員の改選 (会長・評議員)

30年度で任期満了する役員

神谷会長、佐柄副会長、新井評議員

上記以外の評議員は留任する。

31年度の役員として、以下の方を推薦することとした。

会長 :小宮英敏先生 (慶應義塾大学)、 畠1会長 (広報担当理事):浦井憲先生 (大阪大学 )、

評議員 :尾崎裕之先生 (慶應義塾大学)、 二神孝一先生 (大阪大学)

研究集会担当理事は 2年に渡り新井先生、藤生先生が担当したが、今年度で退任すること

が了承され、次期候補者として、石川竜一郎先生 (評議員、早稲田大学)、 浅野貴央先生 (岡

山大学)を推薦することとした。

8。 その他

数理経済学叢書について。神谷会長は知泉書館の小山社長と面談 し、今後の数理経済学叢

書の出版にあたり補助 (1冊 あたり50万円を上限)を必要であり、それが得られなければ

刊行できないとの申し出を受けた。そこで審議の結果、未刊行の 3冊の著書については、

数理経済学会が必要な補助 (著書の売上見込などに応 じて相談の上決定)を行い、知泉書

館から刊行をお願いすることとした。



付記 :後 日、上記新任役員候補者に依頼し、会長については小宮英敏氏、副会長として浦井憲氏、

評議員として尾崎裕之先生、■神孝一先生、研究集会担当理事については石川竜一郎先生からご

受諾を得た。浅野貴央先生は事情により辞退されましたので、会長、副会長で相談し、関東学院

大学の細矢祐誉先生にお願いすることにし、同先生から受諾を得た。
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